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地域課題解決へと向かう教育者を育てる
教育心理学者の七転八起

JSPS科研費 21K02440および23K02686の助成を受け実施した一部である

日本教育心理学会第66回総会 自主企画シンポジウム
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高知大学における準正課活動の実践事例に着目して

高知大学 野中陽一朗

学生のエージェンシーを引き出すには

準正課プロジェクトにおいて



教員養成課程における大学生の学びの捉え方

 教職課程コアカリキュラムによる学び(2019年度～)

 正課『外』での子どもとのかかわりに関するニーズ

大学
A

大学
B

大学
C

正課内での学び

正課外での学び

・共通で修得すべき資
質能力(複数免許)
・学士課程教育の参照
基準
➳共通性と『大学の独
自性』

・自主的な学び
・部活動やサークル
・アルバイトetc
➳所属と『主体性』

教職志
望学生

2 溝上(2009), 文部科学省(2017a), 日本学術会議(2021)などを参考に



携わっている『大学生の学び』の『場』の創出・支援
➳大学教員の専門性や大学生のニーズを踏まえつつ

教育学部附属幼稚園
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教育学部附属小学校
高知大学教育学部

準正課活動の工夫

学習開発活動（☆）

公立中学校

授業時間外学習の工夫
安全教育の事後確認に活用
出来る『紙芝居教材』の開
発と実践

準正課活動の工夫
『言葉と数の教室』(1)

『朝活･フレッシュタイム』

準正課活動の工夫（2）
『あそ部』『学びSTATION
－数学教室－』
『Lets Enjoy English』
＋授業支援

☆正課外での学びから～

➳何らかの教員側の支援

➳般化可能? 独自性？



正課における『学校体験活動』の現状
と課題解決

★学校現場との連携上
の課題

文部科学省(2017b), 森下(2020)などを参考に

★学生の活動上の課題

★運営管理上の課題
学校現場のニーズ

学生のニーズ(事情)

マッチング出来ていない

➳『調整や準備』と
『実践の場』の課題？

学生の活動状況の把握
が出来ていない

➳『主体性』と『活動目
的や内容』の課題？

学生による活動の質の
低下

➳大学教育学部と教育学部附属学校園との連携強化

➳附属学校園の存在意義・役割・特色の顕在化？
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高知大学教育学部の体制と意義
『高知大学教育学部と高知大学教育学部附属学校園の

共同研究等推進体制に関する要綱』を参考に

教育学部

学部と附属学校園が行う特色ある
教育研究の推進・充実を図る

共同研究等の円滑な実施に必要な連絡調整を行う『高知
大学教育学部・附属学校園共同研究コーディネーター』

『共同研究等推進体制に関する要綱』の策定
➳平成30(2018)年7月11日高知大学教育学部教授会承認

附属学校園教員と大学教員との関係性構築

附属学校園や大学の様々なニーズのくみ上げ

各教員の専門性を活かした連携等の素地

附属学校園様々な研究
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附属小学校と連携・協働し具現化した
『言葉と数の教室』という包括的な学習支援環境

附属学校園の
ニーズ

子どもとかかわる経験

教員としての資質能力の向上

教職志望学生の
ニーズ

授業外だからこそ実施可能な「学びを多角的に捉
えた活動」による児童の学びに向かう力の育成に

小学1年生に対する『学習支援』

個に応じた授業外での個別支援

学習困難の可能性を
早期発見・早期支援

学ぶ意欲の向上
個別最適な学び

言葉や数に関する困
難さの軽減・解消

言葉と数の教室
教育心理学に基づく省察の
充実・プログラム開発と評価
★教職志望学生の成長に！

各教員の専門性

国語・算数の専
門性に基づく活
動の多角的支援

特別支援の専門
性に基づく活動
の多角的支援

各教員の専門性
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『言葉と数の教室』の実践概要
－2022年度の教職志望学生の学びを参照しながら－

担当児童の有する特性の共有

活動準備【活動内容･教材候補の提供】
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附属学校教員と大学教員の連携・協働
による大学生に対する事前指導

言葉と数の教室(週1・2回) 【担当児
童の実態やニーズを踏まえ準備･実践】

第1期：6月8日～7月15日

第2期：10月17日～2月3日

・担当児童とともに学びを創る

★簡易的な振り返りと実践報告の作成

★振り返りの会【6月29日・7月15日・1

月11日・2月3日】



児童の学びを豊潤化させる『教材』開発の手順と進化
➳『意図や目的』を踏まえた『真正な教材』と『活動』に

★活動を豊潤化させる教材候補

➳教材候補を再構成，担当児童の
特性・ニーズ等に応じて自作教材
の開発

★お買い物ごっこ：紙で作った
硬貨(500･100･50･10･5･1円
玉)と5～150円までのお菓子
カードを用意し，200円のお小遣
いで好きなお菓子を買うゲーム

➳お菓子の名前(ひらがなもカタ
カナも混在)と値段を正確に書く
とお菓子の購入可能
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注目すべき実践研究の焦点（大学生側）は？
－児童に対する活動場面を参照して－
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 国語・音楽という専門性・所属
の異なる学生間の教材開発？

 大学1年生・3年生という学年
の違いにより生まれるもの？

 活動期間という時間の差異？



学生の教育実践を豊潤化させ
るリフレクションの場と時間

・『振り返る機会』の欠如

・リフレクションや長期の実
践記録の意義

➳毎回の実践報告書の作成
【協働・連携により作成】

➳実践報告書に対する大学
教員によるフィードバック

➳相互閲覧可のオンライン
上の共有ファイルの確立

➳振り返りの会の設定

10 荒木(2015), 姫野ほか(2004), 松木ほか(2011)などを参考に



リフレクションの場での学びの姿
－振り返りの会を参照して－

『自分の活動動画』
を踏まえた振り返り
の実施

➳過去と現在そして未来と
いう時間軸の領域横断

『教材』『活動内
容』『意図』等に対
する他者のコメント

➳自分と自分以外の様々な
他者との交流の場
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公立中学校と連携した「提案型プロジェクト」
➳何を目的に何を主体的に実施するか

・あそ部（運動プロジェクト）：2022年度【前後期】

➳保健体育教師(中学校)志望学生2名【同一学年:実施時3年】に
よる『運動(「できた」・「楽しい」を感じられる簡単な運動)』

・学びSTATION－数学教室－：継続中

➳数学教師(中学校・高校)志望学生(代表学生1名と同一学年の
コースの学生の存在：実施時3年&後輩(他学部含む))による『数
学の学び(数学が苦手な生徒への体験型の学び)』の企画実施

・Lets Enjoy English(英語プロジェクト）：継続中

➳中高の英語の免許取得希望学生2名 (代表学生1名主導：留学
生参加)による『英語の学び(外国の人と実際に話す体験を目標に
表現の伝え方等を学ぶ)』の企画実施
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『あそ部』に関する概要
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『あそ部』に関する事例―導入期―

 連想刺激:今回の活動を進めて行く
中でどのような支援や機会があっ
たらもっと良かったと思いますか

➳10の連想反応と3つのクラスター
を見出した！

➳『交流』『第3者の声』は同一校
の他のプロジェクトとより積極的な
交流を開始&対面での相談の実施

➳『学校の活動』は事前指導や申込
&振り返りでの対応

＊参加中学生の募集➳1学期の活動
終了後【本研究ではこの2つの活動
時期の差異に着目】
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『あそ部』と『数学教室』の交流
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 プロジェクト間での交流

➳『Dropbox』内での『各自の
振り返り』を活用したプロジェ
クト間の交流実施

＊大学生間で実施出来たもので
はなく教員が支援

 活動改善のために

➳『Formsへの回答(中学生側の振り返り:今後活動内
容の検討に介す)』を求めていたが回収率が不調(2回目
時点)➳紙媒体で実施し振り返りを含めた活動に改善



『あそ部』に関する事例―活動前期―

16
体育館や運動場の用具の種類や

個数をしっかり確認しておく(10,±)

部活動に所属していない生徒だけが
お試し参加できる機会(3,＋)

球技が苦手な人に
特化した活動の機会(7,＋)

既存のスポーツだけでなく、
ゲーム感覚で遊ぶ運動をする機会

(6,＋)

生徒の様子や特徴に合わせた
運動を実施する機会(9,＋)

一緒に活動してくれる大学生
に声をかける際に、先生からの声がけ、

計らい(2,＋)

活動をたくさんの先生に見てもらって、
意見や感じたことを言ってもらう機会

(5,±)

活動を朝に行ってみる機会(8,＋)

チラシ配布の時に、
放送等による案内をする機会

(1,±)

活動の様子を校長先生だけでなく、
体育の先生や部活動の顧問をしている

先生に見てもらう(4,±)

0 50

100

150

200

変
数

距離

能力に併せた運動・

スポーツの実施

新たな気づきの発見

活動の反応の見聞

 同一の連想刺激

➳10の連想反応と3つのクラスター
を見出した！

➳『能力に併せた運動・スポーツの
実施』は参加生徒への着目と工夫

＊中学生への適切性の模索

➳『新たな気付きの発見』と『活動
の反応の見聞』は所属している教員
からの支援や視点の必要性

＊当該活動への評価の模索

➳1回目の内容と比較し，活動主体
である参加生徒とのこと，活動を展
開する際の学校側の意見(評価)を求
めていることが示唆された！！



『公立中学校』で継続される活動
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大学生(学びstation)の捉えた『成長』
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 同一の連想刺激

➳10の連想反応と3つのクラスター
を見出した！

➳『教科力』

＊他クラスターとの距離からも独自
性を備え，学びを中学生と共に創っ
ていく上で成長を可視化した内容：
構成員時

➳『プロジェクト制作』

➳『コミュニケーション力』

＊共通点が示唆され，大学生が準正
課活動を創り実践する中で顕在化し
た成長，他の準正課活動にも般化出
来る可能性有：代表時



『学びSTATION－数学教室－』
『Lets Enjoy English』➳中学生のニーズ
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活動の捉えられ方？
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 日本教育新聞〔四国版〕
2024年1月22日付3面

 『授業支援』や『教員不
足解消』という捉え方？

 学校運営協議会

→学校が地域住民等と目標
やビジョンを共有し，地域
とともにある学校づくり

＊広報的に扱われている
か？〔生徒側のニーズ?〕



『言葉と数の教室』と『学びSTATION－数学教室－』
2024年度教育学部向け新規募集

→1年生〔新入生〕の求めるニーズにマッチ？

 4月17日

教育学部1年生
必修授業でチラ
シ配付→24日
説明会

→事前申込18名

→飛び入り参加
学生3名

*21名(15％)

21



将来との接続の高い
活動内容

大学生が様々な学びを発揮する場の創出
－大学教員が戦略・意図をもって共に創り出す重要性－

 他者の専門性の理解や相互尊重の芽生え

 自分の役割や専門性(強み)の位置づけ・課題の発見

 学びを包括的に捉えられるようにための方策

学びA内 学びB内

22

正課内で
の学び

正課外で
の学び教員

授業
時間内

授業
時間外

発揮する場

☆

〇

過去

現在

未来

◎
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